
施策評価（令和８年度）

 担当課名

 評価確定日

２　施策の状況

２－１　成果指標の状況及び定量的評価
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　※　指標の判定基準

4 点 × 2 個 ＝ 8 点 1 点 × 1 個 ＝ 1 点

3 点 × 2 個 ＝ 6 点 0 点 × 0 個 ＝ 0 点

2 点 × 0 個 ＝ 0 点

合計 15 点 ÷ 5 ＝

　※　成果指標において実績値が未判明となった指標がある場合には、それを除いて平均点を算出する。

（様式２）

施策評価調書

 基本政策３　自然環境

 目指す姿１　良好な環境の保全

 幹事部局名 生活環境部 環境保全課

 評価者 生活環境部長 令和８年７月31日

100.0 100.0 100.0 100.0 

95.7 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

出典：県調べ 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

95.0 95.0 95.0 95.0 

89.0 92.4 94.8 94.8 95.7 93.9 

出典：県調べ 99.8% 99.8% 100.7% 98.8%

7.2 7.1 7.1 7.1 

9.0 6.7 6.0 8.0 7.4 6.7 

出典：県調べ 116.7% 87.3% 95.8% 105.6%

12.0 12.0 12.0 12.0 

10.9 11.9 8.8 10.8 11.8 9.2 

出典：県調べ 73.3% 90.0% 98.3% 76.7%

6.0 6.0 6.0 6.0 

5.0 5.3 5.3 5.4 5.3 5.4 

出典：県調べ 88.3% 90.0% 88.3% 90.0%

定量的評価結果 計算式

個（判明済み指標） 3.00

施策の方向性、指標名（単位） 年度
2019
(Ｒ元)

2020
(Ｒ２)

2022
(Ｒ４)

2023
(Ｒ５)

2024
(Ｒ６)

2025
(Ｒ７)

直近の
達成率

配点 備考

①

【施策の方向性①】

大気環境に係る環境基準達成率（光化
学オキシダント及びＰＭ2.5を除く）（％） 100.0% 4

②

【施策の方向性①】

水環境（三大湖沼を除く公共用水
域）に係る環境基準達成率（％） 98.8% 3

③

【施策の方向性②】

八郎湖のＣＯＤ75％値（湖心）（㎎
/L） 105.6% 4

④
【施策の方向性②】

十和田湖の透明度（湖心）（ｍ） 76.7% 1

⑤
【施策の方向性②】

田沢湖のｐＨ（湖心） 90.0% 3

　　　　4点：　達成率≧100％　　3点：　100％＞達成率≧90％　　2点：　90％＞達成率≧80％
　　　　1点：　80％＞達成率≧70％　　0点：　70％＞達成率　　　 n：　実績値が未判明

3.00
（ ｃ 相当）

　※　定量的評価の判定基準　
　　　　ａ相当：平均点が3.6点以上　　ｂ相当：平均点が3.2点以上3.6点未満　　ｃ相当：平均点が2.8点以上3.2点未満　
　　　　ｄ相当：平均点が2.4点以上2.8点未満　　ｅ相当：平均点が2.4点未満
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２－３　主な取組状況とその成果

　【施策の方向性①　大気、水、土壌等の環境保全対策の推進】

　【施策の方向性②　八郎湖・十和田湖・田沢湖の水質保全対策の推進】

・

・

・

３　総合評価と評価理由

４　県民意識調査の結果

参考：2026（Ｒ８）年度県民意識調査の結果

　わからない・無回答

十和田湖については、「十和田湖水質・生態系改善行動指針」に基づき、水質調査によるモニタリングを継続して
行った。

総合評価 評価理由

【定性的評価として考慮した点】

質問文 豊かな自然と良好な環境（大気、水質等）が保全されている

　５点 9.2%

　４点 25.6%

　３点 40.4%

　２点 12.5%

　１点 4.7%

7.6%

　平均点 3.24 

　※端数処理の関係で満足度の割合の合計は100％にならないものもある。
　※2025（Ｒ７）年度以前は同様の質問を実施していないため、結果は記載していない。

・ 河川・湖沼・海域の水質について、111地点で常時監視を実施したほか、県内７か所における大気汚染物質の常時監
視などを継続し、工場・事業場（大気：415施設、水質：474事業場）に対する監視・測定を実施した。

・ ＰＣＢ廃棄物については、保管事業者等（85件）に対して立入検査を実施し、法で定める処理期間（令和９年３月
末）内に処理を完了させるよう指導を行った。

・ 能代産業廃棄物処理センター処分場については、国の財政支援を得ながら環境保全対策として汚水の回収・処理等
に継続して取り組んだ結果、周辺の沢の渗出水や地下水等の汚染状況は改善されてきている。

田沢湖については、国との協定に基づき玉川中和処理施設の維持管理費用を負担し、玉川酸性水の中和処理に努め
るとともに、玉川流域及び田沢湖の水質調査によるモニタリングを継続して行った。また、水質改善に関して関係
機関による情報共有を実施した。

八郎湖については、「八郎湖に係る湖沼水質保全計画」に基づき、工場・事業場に対する監視・指導などの点発生
源対策に加え、流入河川への遡上防止用フェンスの設置や発生抑制装置等によるアオコ対策、無落水移植栽培等の
普及拡大による水質保全型農業の推進などの面発生源対策や、西部承水路の流動化等による湖内浄化対策に取り組
むとともに、新たに第４期の湖沼水質保全計画を策定した。

　成果指標の達成率を基にした定量的評価は3.00で「ｃ相当」であることから、総合評価は「ｃ」と
する。

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査年度
　満足度

2023
（Ｒ５）

2024
（Ｒ６）

2025
（Ｒ７）

2026
（Ｒ８）

前年度比

ｃ

満
足
度
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５　主な課題と今後の対応方針
施策の
方向性

６　政策評価委員会の意見

課題 今後の対応方針

自己評価「ｃ」をもって妥当とする。

① ○

○

○

県内の水環境は、これまでの継続的な常時監視等に
よりおおむね良好な状態を維持しているものの、一
部の河川・湖沼・海域では環境基準の達成に至って
いない。

高濃度ＰＣＢ廃棄物については、処分期間が終了し
ているが、その後も予期せず新たに発見される事例
が発生している。

能代産業廃棄物処理センター処分場からの汚染拡大
防止のために取り囲むように設置した遮水壁の内側
には、依然としてＶＯＣにより高濃度に汚染された
区域が存在している。

○

○

○

公共用水域に係る常時監視を継続するとともに、ダム管理者
と連携し、水環境の保全に向けた取組を推進する。

高濃度ＰＣＢ廃棄物が新たに発見された場合は、新たな処理
体制のもとで適正に処理されるまで、適切な保管及び管理を
指導する。

能代産業廃棄物処理センター処分場周辺地下水等の早期改善
や安定化に向け、より効率的、効果的な手法を検討しなが
ら、今後も継続して汚水処理等の環境保全対策を実施する。

② ○

○

十和田湖及び田沢湖については、一定程度の水質が
維持されているものの、十和田湖のＣＯＤ、田沢湖
のｐＨが環境基準を達成できていない。

八郎湖については、流入する汚濁負荷量の減少やア
オコの異常発生の抑制など、これまでの対策による
効果は表れているものの、各水質指標は横ばい傾向
が続いており、環境基準達成に向けた更なる改善が
必要となっている。

○

○

十和田湖については、青森県と連携した水質調査を継続して
実施するとともに、住民等への環境保全意識の啓発を図り、
環境保全活動を行いやすい雰囲気を醸成する。田沢湖につい
ては、玉川酸性水中和処理事業による水質改善を推進すると
ともに、関係機関との水質データ提供等の情報交換を継続
し、更なる改善を目指す。

長期ビジョンである「恵みや潤いのある“わがみずうみ”」
の実現を目指し、発生源対策や湖内浄化対策、アオコ対策等
を継続して実施するとともに、水質保全型農業の一層の普及
促進を図るほか、新たに生態系保全・魅力向上・情報発信に
も取り組むことで、総合的な水質保全対策を推進する。
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